　　　　平成２０年度　第1回第三者委員会報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日時　平成２１年3月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　開催場所　光が丘学園ＳＳルーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　　第三者委員　　　　　　　青山　紘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三者委員　　　　　　　安井　友康

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長（苦情処理責任者）菊地　支郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副施設長（窓口担当者）　小野　しのぶ

　　　　　　　　　　　
１、平成２０年度　光が丘学園苦情処理報告
　　　光が丘学園園長より、平成２０年度園内苦情内容について説明を行う
　　　　・11件（在園児　３件　保護者　６件　その他　2件）
２、第三者委員より
　　　　・様々な内容の苦情があがることが、結果的に施設の処遇向上につながると考え　　　　　　

　　　　　る。

　　　　・一つ一つ、適正に処理されている。

　　　　・ボランティアの方からの苦情や意見が反映されるのは、施設の公正運営や地域

　　　　　性のためにも大切である。
　　　　・どのような苦情にも、丁寧に応じ、記録として残すことが必要

　　　　・保護者や児童の対応についても、誠実に話の内容を聞き取り、子ども達の成長を支えてほしい。
　　　　・学生ボランティアなどの活用も含め、今後も地域に開かれた施設で、児童の福祉向上を目指していただきたい。
　
　３、菊地園長より　
　　　　・虐待児童の増加に伴い、入所児童や保護者対応が困難なケースも増えているが、これからも誠心誠意、児童や家族の福祉向上のために努めていきたい。特に、保護者に対しては、親の気持ちに充分寄り添い、円満な家庭復帰を目指し努力していきたい。

　　　　　職員の言動は、社会的な責任を伴うものであり、外部の方々との対応には留意するよう、全体に周知したい。

　　　　・苦情を受け付けるということは、学園の環境や処遇の改善向上のつなげるチャンスと考え、これからも、適正に処理するよう心掛けたい。
　

　　　　　　　　　　　　　　　
